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地域のお役に 

 夏の盛りは暴力的な暑さだったのに、９月の声が聞こえた途端、朝夕涼しい風が吹くよう

になりました。 

  ８月２５日は本校恒例の、しかも伝統の総合防災訓練が行われました。心配していた猛暑

も、お天気が忖度してくれたかのようで、多少は過ごしやすく感じました。 

 体育館に続々と集まって来られる参加者の皆さんをお迎えするのは、２、３年生です。地

区別に案内して、登録票を書いてもらい、名札を渡します。開会時刻は午後１時。挨拶に続

いて、２年生による防災クイズが始まります。楽しみながら、防災の知識を身につけてもら

おうという趣向です。 

 全体会の後は、各体験コーナーに分かれます。新聞紙でマイスリッパなどの防災グッズを

作るコーナーは２年生の４人が担当しました。「ごりょう君」に乗り込んで、実際に震度６

の揺れを体験できる起震車体験コーナーに案内（呼び込み）するのも２、３年生の２人です。

新聞紙４日分を燃料にしてお鍋を使ってご飯を炊く鍋炊きご飯実演は、３年生の担当。炊き

上がったご飯は、保護者と職員でおにぎりにして参加者に振る舞われました。この間、１年

生は消防本部による救急救命コースを、参加者とともに受講しています。 

 午後２時になると、新館２階で煙体験コーナーが開設されます。火災で室内に煙が充満し

ている状況を無害な煙を使って擬似的に再現し、そこから脱出する体験をしてもらいます。

体育館から少し離れたその教室までご案内するのは２、３年生のペアです。煙体験を終えた

方から順に多目的室に入っていただき、「ふれあいトーク」（熟議）に参加してもらいまし

た。１グループ８人程度の参加者に中学生２名が加わり、話し合いをします。自己紹介とこ

の日の感想や、防災について、さらに地域について話し合いました。 

 その「ふれあいトーク」では、「起震車で震度６を体験して、防災意識が高まった」とい

うお話や、この防災訓練の宣伝活動についてのアドバイスなどに加えて、この日の美中生の

活動を見て、「中学生が責任を持ってやっていることはすごい」「中学生が中心となってい

て、感動した」といった意見が出されました。 

 普段、学校は地域の力をお借りするということがよくあるのですが、地域にお返しをする

機会はほとんどありません。しかし、この日は何らかの形で地域にお返しができた、地域の

方のお役に立つことができたとすれば、これほどありがたいことはありません。上のような

お褒めの言葉は、生徒だけでなく職員にとっても励みとなるものです。実は、当日の朝、私

は生徒を集めて、「今日の防災訓練で『さすが美中の子、頼りになるなあ』と言ってもらえ

るようにがんばるんやで」と発破をかけました。そんな私の期待に、生徒たちも応えてくれ、

これまたありがたいことでした。生徒ががんばる、それを見た地域の方々から褒めていただ

く。このようにして生徒の自己有用感や自尊感情が高まっていきます。さらに、地域への帰

属意識まで高まります。普段の勉強だけでは得られない学びや体験ができ、さらに普段の学

習や学校生活にも好影響を及ぼすことも期待されます。 

  最後になりましたが、このような素晴らしい機会を与えてくださった地域の皆様に厚くお

礼を申し上げます。中でも、下神野地区自主防災組織会長の松本様をはじめ、総合防災訓練

にご協力・ご参加くださった皆様、本当にありがとうございました。 

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 結果概況 

 ４月１８日、全国の３年生を対象にして実施された全国学力・学習状況調査の結果が８月

に発表されました。学力・学習状況調査は、国語、数学、英語、英語［話すこと］の４つの

調査と質問紙調査からなっています。昨年度まで、国語と数学は、それぞれのＡ問題が「知

識力を問う問題」、Ｂが「知識活用力を問う問題」と分かれていましたが、今年度は区別が

なくなっています。 

■各教科正答率について 

 今回の本校３年生の正答率は、４つの調査全てで県や全国の平均正答率を上回りました。

全国平均と比較した場合、国語では 12.2 ポイント、数学 30.2 ポイント、英語 17.0 ポイント、

英語［話すこと］2.2 ポイント、それぞれ上回っています。問題の種類別に見ても、ほぼバ

ランス良く得点できています。 

■生徒質問紙について 

 次に、生徒質問紙（いわゆる生活アンケート）についてです。各教科正答率と同様に、こ

ちらも望ましい結果が出ています。 

 全員(100%)が最も肯定的な回答をしている設問が、１６もありました。いくつか紹介する

と、「朝食を毎日食べていますか」「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解して

いないところについて、分かるまで教えてくれていると思いますか」「学校の規則を守って

いますか」「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」などが挙げら

れます。他にも、国数英３教科の大切さや将来役に立つかどうかを問う問題にも、全員が最

も肯定的な回答をしていました。 

 また、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」など、肯定的な上位２つの選択

肢の割合（％）の合計が、県または全国のそれよりも１０ポイント以上上回っているものが、

上記の１６の設問のほかに３７もあり、その中には昨年同様、「先生は、あなたのよいとこ

ろを認めてくれていると思いますか」や、地域の行事への関わりやボランティア活動への参

加についても同様でした。逆に、下回っているものに「毎日、同じくらいの時刻に寝ていま

すか」や「授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを活用したいと思いますか」などがあり

ました。 

 学校の先生との信頼関係をしっかりと築けていたり、確かな規範意識が育っていたり、ま

た地域とのつながりも持てていることはとても望ましいことです。反面、就寝時間が定まら

ないなどの課題は、その日出された宿題の量によるものと考えられるものの、ゲームが影響

することも考えられるところです。また、ＩＣＴ活用の意義を理解させるなどして、ＩＣＴ

活用への意欲や関心をさらに喚起していくことが課題であることなどが見えてきました。  

 正答率が全ての科目で県や全国の平均を上回るという好結果が得られたのは、生徒たちの

努力やそれを支えてくれたご家庭のお陰であるのは言うまでもありません。それに加えて、

手前味噌ではありますが、各教科を学ぶ意義を生徒に伝えることで、学習意欲を喚起させ、

学力を身につけさせてきた本校職員の力に負うところもあるでしょう。今後も、各家庭と協

力しながら、現１、２年生や今後本校に進学してくる子どもたちの教育に当たっていきたい

と思います。                      校 長  嶌村 敏樹 
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(2) 

３年生は８月２５日の地域共催総合防災訓練に向けて、中庭で

「オイル缶鍋炊きご飯」の実習を行いました。防災訓練当日はお

にぎりにして皆さんに食べていただくため、事前練習は欠かせま

せん。炊けたご飯はレトルトカレーをかけておいしくいただきま

した。  

３年生の計画を聞きつけ、１・２年生はカレーを作ろう！とい

うことで、調理室で調理実習を行いました。各グループ仲良く協

力できました。各教室で食べましたが、おかわりもでき、お腹い

っぱいいただきました。  



    美 中 だ よ り      令和元年 ９月号                            美 中 だ よ り      令和元年 ９月号      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
         

                                                                                                                   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

２日(月) 二学期始業式 

３日(火) 1 年⑤限「和大附属特別支援学校講話」  

 体育祭特別時間割開始(45 分) 

５日(木) スクールカウンセラー来校 

７日(土) 人権教育地方別研修会 

９日(月)～体育祭練習のため部活動練習停止 

１１日(水) 体育祭予行(午前中)  

１３日(金) 体育祭前日準備 交通街頭指導 

１４日(土) 体育祭(雨天順延) ≪弁当持参≫ 

１６日(月) 敬老の日  

１７日(火) 振替休業日 

 

２年生が８月７日～９日の３日間、職場体
験学習を行いました。今年は６つの事業所に
お世話になりました。気温の高い日が続き、
外での作業や体験で配慮していただいた事業
所もありました。帰宅後におこなう学校への
報告では、「疲れたけれど楽しかった」という
喜びの声をすべての生徒から聞くことができ
ました。とてもいい体験をさせていただきま
した。  

お忙しい中、手間暇をかけて  

ご指導下さいました各事業所の  

皆様ありがとうございました。  

租税教室では、町役場の税務課の方が『令和元年度版 わたしたちの
生活と税』という冊子をもとに、話をしてくれました。その中で、「公
平」と「平等」の考え方等の話がありました。その後、ビデオ「おしる
こ姫」を鑑賞しました。江戸時代のお姫様が現在にやってきて現在社会
のしくみやルール、税の仕組みや役割について調べるというお話でし
た。このあと、各教室に戻って「税の作文」を書きました。  

 

(4) 

１８日(水)  ≪弁当持参≫ 

２０日(金) 中間テスト発表（部活動あり） 

１年生和大附属特別支援学校と交流事業  

       ≪１年生のみ弁当持参≫ 

２３日(月) 秋分の日 

２４日(火) 下校安全パトロール 

衣替え猶予期間スタート（～10/11） 

２６日(木) スクールカウンセラー来校 

３０日(月) 中間テスト（～10/1）
 

 

補充学習…9/25～27 の予定  

今年も地区自主防災組織と共催で、総合防災訓練（共育ミニ集会と兼ねています）を実施

しました。地域の皆様には１２時３０分頃から本校体育館（第２次避難所と想定）に来てい

ただき、中学生の避難所運営ボランティアとしての避難者登録訓練や避難所運営訓練に参加

していただきありがとうございました。今年で８回目になりますが、毎年少しずつ内容を変

えています。今年は生徒が司会進行役で「ふれあいトーク」を実施しました。また社会福祉

協議会や日赤奉仕団、災害ボランティアの方々による「炊き出し」を行い、炊き込みご飯と

羊羹を持って帰っていただきました。下神野地区防災組織で購入した発電機２台を稼働し、

体育館内の扇風機を回したり、備蓄している防災用具の展示を行ったりしました。今年も多

くの方々に鍋炊きご飯作りに参加していただきました。１０名の保護者の方が、鍋炊きご飯

を試食用におにぎりにして下さいました。ありがとうございました。役場から災害時に活用

するドローンも飛ばしていただきました。当日は、下神野地区（２３人）や福田地区（１０

人）、その他の地区（５人）に本校育友会（１１人）を加え、計４９人が参加してください

ました。町役場の各課の方を始めご協力いただいた方々３８名、本校生徒２８人と職員１２

人を合わせると合計１２７人となり、過去最大規模の防災訓練となりました。  

海南市スポーツ振興グループの小西美智子さん達２名を講師にお招きし、３年生に南中ソー

ランの指導をしていただきました。生徒達は大きな掛け声とともに小西先生の指導の下、熱心

に練習をしました。力のこもった躍動感ある動きと指先など細かいところまで意識することで

どんどん上達し、うまく踊れるようになりました。小西先生から「元気があるし、覚えるのが

とても早くて驚きました。」とお話をいただきました。  

９月１４日の体育祭で全校生徒が南中ソーランを披露する予定で、３年生が講師先生からご

指導いただき、体育祭までに１、２年生に教えます。体育祭当日は、小西先生のご厚意で、「大

漁旗」と３年生用の「ソーラン長半纏」をお借りすることになっています。  

前号でも紹介しましたように、３年生の油谷

依里さんが県大会に出場しました。堂々とした

発表を行い、特別賞をいた  

だきました。おめでとうご  

ざいます。また後日２泊３  

日の国内研修（東京）に参  

加し、見識を広めてきまし  

た。  

 

本校では、毎年この時期に命と平和の尊
さに改めて目を向け、平和を守ろうとする
気持ちを持ち続けるきっかけの一つとなれ
ばと願い、平和学習を行っています。育友
会人権部の活動として保護者の方にもご案
内をさせていただき、２名の方が参加下さ
いました。ありがとうございました。今年
は、「父と暮らせば」を鑑賞しました。  


